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と市民にとって、ひとつの有益な判断材料になりうる。なぜなら、まず「われわれ」と他者との違いが誰にでも認識しやすいかたちで存在するから、仲間とそうでない者を容易に区別できる。加えて、母語や信仰を同じく る者どうしでは、そうでない場合 比べ 密なネットワークがあ ことが多 から、政治家の経歴や市民の選好に関す 情報を得やすい。エスニシティにはこうした特質があるために 真の目的が再 で り 市民の ちばんの望みが雇用対策であるときに なぜか民族問題が 的争点として浮上するということがありうる。　
このような考え方を下敷きとしてエスノポリ
ティクスを分析する の最大の利点は 民族問題の移ろいやすさをうまく把握できることである。長らく平和を保った国で、瞬く間に民族対立が激化すると うこと ある。また 政治争点化す エスニシティが、あ 場合 部族、ある場合には言語という具合に移り変わってくということもある。エスニシティはそれ自体に価値があるので なく、個人が自己利益を追求するなかで道具 して利用されるのだ い認識にもとづく分析は、これらの現象 うまく
人は民族に何を求めるのか？
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深刻な問題だから研究者の注目を集めてき 。だが、民族対立のあり方として 極端な形態であり、例外的な現象であ 。本書は、民主主義体制下でより広く観察される低強度のコンフリクトを扱う。　
政治的民族対立は、あらゆる多民族国家で生





金の金額を多数 決めるとしよう。議会 は、多数派民族の急進政党と穏健 党、少数民族党の三党が議席 もつものとす 。多数派急進政党と少 民族 のどちらの議席も定数の半数以下ならば、キャスティングボー は中間の立場をとる多数派穏健 所属議員の手にある。ゆえにこの場合 多数派穏健 位置取りが交付金の金額を決めることになる。　
多数派民族の実務政党が急進政党の立場に近







件が成立するかを、理論的考察を通じて示 。次に、異なる民族 代表する政党による連立政権が異例に長く続くマレーシアにおいて、二条件が満たされていたこと 明らかにする。　
急進的な選好をもつ有権者が多いとき、それ
でも選挙で穏健政党が勝つには、異民族の有権者から得票できる政党が有利になる環境が必要である。勝者総取りの結果を招く小選挙区制は多民族社会に向かないといわれるが、異なる族を代表す 政党が統一候補を擁立し、かつ民族混合選挙区が多ければ上記 環境 も らされる。　
マレーシアでは独立当初からこの環境が整っ
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